
0
陳
植
棋

府
顧
問
等
歴
任
。

台
展
審
査
員
、
台
陽
美
術
会
創
設
会
員
。

上
海
美
術
専
科
学
校
に
勤
務
。
美
術
評
論
家
と
し
て
活
躍
。

0
陳
澄
波
本
校
在
校
中
帝
展
に
入
選
、
七
星
画
壇

・
赤
陽
洋
画
会
を
組
織
。

卒
業
後
帝
展
そ
の
他
日
本
、
台
湾
の
諸
展
に
出
品
。
上
海
の
新
華
芸
術
専
科

学
校
、
昌
明
芸
術
専
科
学
校
、
藝
苑
絵
画
研
究
会
等
で
指
導
。
台
陽
美
術
会

創
設
会
員
。

〇
磨
継
春

0
王
白
淵

卒
業
後
七
年
間
在
日
。
帝
展
、
台
展
、
光
風
会
展
、
愧
樹
社
展
、

白
日
会
展
等
に
出
品
。
七
星
画
壇
、
赤
島
社
結
成
に
参
加
。

一
九
三

0
年
代
卒
業
者

〇
何
徳
来
帰
郷
し
て
新
竹
美
術
研
究
会
を
組
織
し
た
が
、
再
赴
日
し
定
住
。

戦
後
は
新
構
造
社
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
。

〇
郭
柏
JI

北
平
芸
術
専
科
学
校
、
京
華
美
術
専
科
学
校
で
教
え
、

一
九
四
八

年
台
湾
に
定
住
。
成
功
大
学
建
築
学
系
で
教
え
、
台
南
美
術
協
会
を
組
織
。

梅
原
龍
三
郎
の
友
人
。

0
陳
慧
坤
台
中
商
業
学
校
、
台
湾
師
範
学
校
、
台
湾
師
範
大
学
で
教
え
る
。

0
李
梅
樹
台
展
、
新
文
展
に
出
品
。
台
陽
美
術
協
会
創
設
会
員
。
解
放
後
文

化
学
院
美
術
系
教
授
、
国
立
芸
専
教
授
(
-
九
六
七
年
彫
刻
科
を
開
設
）
、
師

範
大
学
美
術
系
教
授
、
中
国
美
術
協
会
理
事
長
等
を
歴
任
。
外
に
長
年
に
わ

た
り
精
力
と
資
金
を
傾
注
し
て
郷
里
三
峡
鎖
の
祖
師
廟
を
再
建
し
た
。

0
李
石
樵
本
校
在
校
中
に
帝
展
に
入
選
。
以
後
帝
展
、
新
文
展
に
出
品
。
裸

婦
に
力
星
を
示
す
。
帰
台
後
台
北
の
自
宅
で
李
石
樵
画
室
を
開
き
、
後
進
を

育
成
。
台
陽
展
に
出
品
。

一
九
四

0
年
代
卒
業
者

③
 

〇
磨
徳
政
開
南
商
工
、
実
践
家
専
、
国
立
芸
専
等
で
教
え
、
紀
元
美
術
会
、

青
雲
美
術
会
に
所
属
。

な
お
、
付
記
す
れ
ば
、
台
湾
近
代
美
術
史
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
な
か

で
、
最
近
の
研
究
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
も
の
に
顔
娼
英
著
「
殿
堂
中
的

美
術

・
台
湾
早
期
現
代
美
術
与
文
化
啓
蒙
」
（
『中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集

刊
』
第
六
十
四
本
第
二
分
。
一

九
九
一＿一年
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
参

考
書
目
も
大
変
参
考
に
な
る
。
台
湾
で
は
個
々
の
作
家
の
回
顧
展
も
よ
く
行
わ

れ
、
作
品
集
の
出
版
も
盛
ん
で
あ
る
。
上
記
の
李
梅
樹
な
ど
は
幾
種
類
も
の
画

集
が
出
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
去
年
三
峡
鎮
中
華
路
に
記
念
館
が
で
き
て
留
学

時
代
の
資
料
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
ま
た
、
祖
師
廟
へ
行
け
ば
、
彼
の
指
揮
の
も

と
に
台
湾
の
彫
刻
師
た
ち
が
伝
統
的
技
術
を
駆
使
し
て
彫
り
あ
げ
た
精
緻
な
彫

刻
群
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
業
績
の
全
貌
が
把
握
で
き
る
。
何
徳
来
に
つ
い
て

も
、
彼
は
主
に
日
本
で
活
動
し
た
人
だ
が
、
平
成
六
年
末
か
ら
七
年
春
に
か
け

て
台
北
市
美
術
館
で
「
何
徳
来
九
十
紀
念
展
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
独
自
の
画

風
と
足
跡
が
広
く
紹
介
さ
れ
た
。
今
後
本
校
留
学
生
た
ち
の
業
績
の
調
査

・
紹

介
は
益
々
進
展
を
見
る
だ
ろ
う
。

板
垣
鷹
穂
の
在
外
研
究

大
正
十
三
年
四
月
二
十

一
日
、
西
洋
美
術
史
授
業
担
当
講
師
板
垣
既
穂
は
文

部
省
在
外
研
究
員
（
私
費
）
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

板
垣
は
明
治
二
十
七
年
十
月
十
五
日
東
京
に
生
ま
れ
、
大
正
四
年
九
月
か
ら

同
十
年
三
月
ま
で
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
撰
科
に
在
学
し
て
専
ら
西
洋
美
術
史

を
研
究
。
同
十
年
四
月
に
矢
代
幸
雄
西
欧
留
学
中
の
本
校
西
洋
美
術
史
授
業
担
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鎌
倉
芳
太
郎
の
琉
球
美
術
研
究

鎌
倉
芳
太
郎
は
明
治
三
十
一
年
香
川
県
に
生
れ
、
同
県
師
範
学
校
を
卒
業
し

て
本
校
図
画
師
範
科
に
入
学
、
大
正
十
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
そ
の
後
直
ち
に

沖
縄
県
女
子
師
範
学
校
訓
導
兼
教
諭
兼
同
県
立
高
等
女
学
校
教
諭
と
し
て
赴

任
。
そ
こ
で
琉
球
美
術
の
研
究
を
始
め
た
。
同
十
二
年
四
月
に
は
改
め
て
本
校

図
画
師
範
科
研
究
生
と
な
り
、
従
来
の
研
究
を
繍
め
て
「
琉
球
美
術
史
論
」

H
、
⇔
と
題
し
、

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
二
巻
第
四
、
第
六

号
に
発
表
し
た
。
そ
れ
は
琉
球
の
歴
史
の
概
要
と
画
家
の
自
了
に
つ
い
て
記
し

た
も
の
で
、
論
文
の
最
後
に
は
近
代
日
本
に
お
い
て
最
初
に
自
了
の
芸
術
を
嘆

賞
し
た
人
と
し
て
の
、
ま
た
、
琉
球
美
術
の
最
初
の
研
究
家
と
し
て
の
岡
倉
天

心
に
対
す
る
賛
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
熱
心
な
研
究
が
正
木
直
彦
に
認
め
ら
れ
、
彼
は
正
木
の
紹
介
で
東

京
帝
国
大
学
教
授
の
伊
東
忠
太
博
士
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

大
正
十
―
―
―
年
三
月
三
十

一
日
に
は
正
木
の
計
ら
い
で
本
校
助
手
（
美
術
史
研
究

室
勤
務
、
無
給
）
と
な
り
、
ま
た
、
翌
四
月
に
は
沖
縄
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

④
 

任
に
起
用
さ
れ
た
。
彼
に
は
す
で
に
西
洋
美
術
史
に
関
す
る
著
述
も
あ
っ
た

が
、
更
ら
に
研
究
を
深
め
る
た
め
私
費
留
学
を
希
望
し
た
も
の
で
、
申
請
が
許

可
さ
れ
て

一
応
文
部
省
在
外
研
究
員
と
い
う
肩
書
が
付
け
ら
れ
た
。
彼
は
大
正

十
三
年
八
月
二
十
八
日
に
出
発
。
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ソ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
を
見
学
し
て
翌
十
四
年
四
月
十
四
日
に
帰
国
し
た
。
昭
和
五
年
十
二
月
に
講

師
を
解
嘱
と
な
る
が
、
そ
の
解
嘱
辞
令
案
に
は
「
大
正
十
三
年
九
月
以
来
無

給
」
と
あ
り
、
帰
国
後
発
行
の
『
東
京
美
術
学
校

一
覧
』
に
お
い
て
も
名
が
削

除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
渡
欧
後
は
授
業
を
行
わ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

彼
は
伊
東
忠
太
と
共
同
研
究
の
名
義
で
啓
明
会
か
ら

一
ケ
年
三
千
円
の
補
助
金

を
受
け
（
以
後
二
回
追
加
、
計
一
万
円
）
、沖
縄
に
滞
在
し
て
資
料
収
集
等
を
行

い
、
特
に
旧
首
里
王
府
の
紺
屋
を
捜
し
出
し
、
型
紙
や
染
手
本
を
集
め
、
ま
た

紅
型
の
技
法
を
会
得
し
た
。
翌
十
四
年
の
春
に
帰
京
し
た
彼
は
本
校
写
真
科
の

一
室
で
資
料
整
理
に
あ
た
り
、
同
年
九
月
に
は
校
内
で
展
覧
会
を
開
い
て
一
般

の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
た
。
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
二
十
四
巻
第
四
号
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『十
三
松

堂
日
記
』
を
見
る
と
、
正
木
も
彼
の
活
動
に
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い

た
様
子
で
あ
る
。

琉
球
藝
術
展
覧
會
伊
東
工
學
博
士
及
び
本
校
師
範
科
卒
業
生
鎌
倉
芳
太
郎

氏
の
共
同
妍
究
に
か
4

る
琉
球
藝
術
資
料
の
整
理
略
ぼ
成
り
た
る
を
以
て
、

啓
明
會
の
主
催
に
て
、
去
る
九
月
五
日
よ
り
＿
―
-
日
間
本
校
に
於
て
開
會
せ
ら

れ
た
り
、
営
日
は
伊
東
博
士
鎌
倉
氏
採
集
の
藝
術
資
料
の
外
、
琉
球
出
身
の

東
恩
納
、
伊
波
雨
文
學
士
の
蒐
集
に
か
4

る
文
書
、
伊
東
博
士
採
集
の
生

物
、
植
物
園
栽
培
の
琉
球
植
物
ま
で
も
出
陳
せ
ら
れ
、
殊
に
鎌
倉
氏
採
集
の

資
料
は
箱
甕
、
彫
刻
、
漆
エ
、
陶
磁
工
、
染
エ
、
織
エ
、
刺
繍
エ
、
金
石
エ

の
各
部
門
に
亘
り
、
採
集
範
園
は
琉
球
本
島
よ
り
八
重
山
群
島
に
ま
で
及

び
、
窟
員
並
に
宜
物
を
合
せ
て
三
千
餘
種
の
多
敷
に
逹
し
、
観
者
を
し
て
同

君
の
努
力
の
非
凡
な
る
に
驚
嘆
せ
し
め
た
り
、
尚
開
會
中
連
日
講
演
及
び
琉

球
昔
架
の
質
演
あ
っ
て
展
観
と
相
侯
つ
て
琉
球
の
歴
史
、
文
學
、
美
術
、
昔

架
、
天
産
に
亘
り
て
琉
球
の
文
化
及
び
自
然
を
一
拳
に
了
解
せ
し
め
ら
れ
た

り
、
三
日
間
の
束
衆
凡
そ
五
千
名
に
上
り
近
時
稀
な
る
盛
會
な
り
き
。
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